
202306改訂

流量調査【面速式】
0定量/01流量/016面速式、017河川・用水路

016-018

面速式は、水位計と流速計を一体に組み合わせた流量計測法であり、計測水位から算出する流下断面積（流積）に
流速計により検出する平均流速を乗じて流量を求める。管路・水路の形状や規模を問わず設置が比較的容易である。

016 面速式
016 中大口径（φ450以上）用
様々な形状の開水路に対応

要件 計測精度を確保するため、水平に安定した水位と、流
水断面の中央上部における安定した流速群の分布が必
要。計測位置は常流の直線区間であることが原則。
水位・流速が大きく、作業員の安全確保が困難な場合
は、計測位置の変更が必要
大口径管きょにおいて低水位かつ小流量の計測が必要
な場合は計測位置の下流側にバッファ等を設け、水位
のかさ上げをする必要がある。

精度 016:計測精度管理はJIS B 7558参考
定置型の精度はJIS等級5だが、調査の現場設営では
等級5以上の誤差が生じるものと推定される

特⾧ 流積に比しセンサ断面が大きくなる低水位や小口径
管では精度が低下しやすい。
付着や堆積、汚損の影響があると誤差を生じやすく、
維持管理頻度が高くなる。

業務
016機材設置 017機材設置

データ処理

017

016

圧力式水位センサ＋超音波式流速センサ

外部バッテリー
（オプション）

017 河川・用水路（砂防基準）

河川砂防技術基準に準拠する
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雨天時浸入水計算書

解析オプション

出力SPEC
調査仕様書 チャート 週報 日報

016-018

原単位評価図

不明水の原単位評価

機材SPEC

外形寸法

面速式流量計

晴天時平均汚水量 雨天時浸入水量（日別） 雨天時浸入水量（時間別）

雨天時浸入水評価（雨天時浸入水対策ガイドライン（案）準拠）

タフフローMSP
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流速計測原理
気泡・浮遊物

流速分布の計測 平均流速の計算

ヒストグラム
平均値

超音波信号量

ヒストグラム
ピーク(最頻値)

流速(m/s)

水位と流速分布計測から、流積と平
均流速を計算し、乗算して流量を計測
する。流積は、あらかじめ設定した水
路断面（一様で変化しない堆積深を含
む）と、水位計測値から計算される。

平均流速は、測定ゾーンにある浮遊
物や気泡への超音波信号の発信-受信周
波数差群から、干渉度判定で流速成分
だけを分別し、FFT解析で流速ヒストグ
ラム（分布）から計算される。

流れ流れ

流速測定ゾーン

ＭＳ超音波式流速センサ

PTX圧力式水位センサ
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